
栃木県総合文化センター「エントランスロビーでの小さな展覧会 ５」  

埋文センターが発掘調査した栃木の遺跡№１ 

 磯岡北古墳群
いそおかきたこふんぐん

  ｰ 宇都宮市インターパーク６丁目 － 
 

 磯岡北古墳群の発掘調査は、平成１２年から１４年まで「インターパーク宇都宮南」の土地

区画整理事業に先立って行われました。 

 調査では、今からおよそ１,５５０年前（古墳時代中期）の有力者のお墓（古墳群）９基や、

それより少し古いころの家の跡（竪穴住居跡
たてあなじゅうきょあと

）１軒などが見つかりました。また、古墳の周

りからは、墓穴５か所と埴輪
はにわ

を棺
ひつぎ

に使ったお墓、河原石を組んだ小さなお墓なども見つかり

ました。 

 これらのお墓からは、青銅製の鏡や鉄製の刀や矢尻、ベル、馬に乗るための道具のほか、死

んだ人のお供えや葬式に来た人の食事に使った土師器
は じ き

（赤色の土器）や須恵器
す え き

（灰色の土器）

がたくさん出土しました。 



   

磯岡北古墳群の周辺（平成17年撮影・北の空から） 



 

「はにわ」で作ったお墓（埴輪棺） 


